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食農科学科
　本学科では、農業科学コースは「野菜」「草花」「作物」などの栽培管理技術を学び、「食品製造」では山
都町特産のユズやブルーベリーを使用したマーマレードやジャム製造を行い、山都町はもちろん全国各地に
販売しています。食生活コースは、調理・被服・保育分野を学びます。「フードデザイン」では、指定され
た材料を使用し栄養を考えながら調理を行う食物調理技術検定２級取得を目指し、日々実習に取り組んでい
ます。「ファッション造形基礎」では被服製作技術検定への合格を目指しており、毎年３級・２級の合格率
は100％です。「発達と保育」では近隣の保育園で実習を行い、園児の年齢に合わせた関わり方を学んでいます。
また、福祉についても学んでいます。
※今年度は、山都町から介護職員初任者研修講座受講料の補助を受けています。

緑科学科
　森林・林業を学びとする本学科は、八朔祭の大造り物製作をはじめ、「地域に根ざした活動」に取り組ん
でいます。最近新たに「山都町特産品プロジェクト」を立ち上げました。これは、学校林のスギの間伐材や
廃材を利用し、山都町の名所等にちなんだ木工品を開発・商品化（写真１）するという活動です。現在は、
山都町にある３つの道の駅で販売しています。また、地元の林業の後継者育成のための、高性能林業機械研
修（写真２）、間伐・路網整備研修、地域林業体験研修では、熊本県や緑川森林組合等と連携し、林業の伐
採現場や重機の操作など本格的な体験活動を行っています。さらに、熊本大学の教授を招き「木育学習」（写
真３）も取り入れるなど、木と人の関わりについて多面的に学習しています。今年度は、山都町のシンボル
でもある通潤橋をはじめとする「石橋の保存や修復」を学ぶための石橋・石工研修を予定しています。これ
からも地域に根ざした活動をさらに追求し、地元になくてはならない学科として頑張っていきます。

普通科
　普通科では、多くの生徒が部活動と学業を両立させ、公務員試験や上級学校への進学を目指しています。
１～２年生では、将来の進路選択につながるボランティア活動（写真）を取り組み始めました。また、３年生
普通科Ｂ類型（進学クラス）では、夏休みに予備校生との合同授業を体験し、多くの生徒たちが刺激を受け、
学校では先生方から個別指導を受け、受験に向けて頑張っています。３年生普通科Ａ類型（就職、公務員、専
門学校等への進学希望クラス）では、年間を通して楽天社員から経営ノウハウを直に学ぶ電子商取引授業など
新たな取り組みを行っています。これらの様々な体験が将来の具体的な進路目標の実現につながっています。

教科活動・部活動等紹介
●平成27年度森林・林業の技術交流発表大会
　10 月 28 日（水）に九州森林管理局で開催され、緑科学科３年生の工藤君、大濱君、山崎君が「山都町特
産品プロジェクト」と題し発表しました。（発表内容は上記に記載）九州各県の林業を学んでいる高校生の
発表部門で、見事、九州森林管理局長賞を受賞しました。
●第34回全国高等学校弓道選抜県予選大会
　１年生主体の女子Ｂチーム（髙橋・児玉・佐藤）が５位という結果でした。決勝リーグに進出して強豪相
手に２勝４敗と善戦しました。個人戦では女子２人（春木・児玉）が準決勝にまで進出しました。
【予告】●矢部高校　公開授業週間12月14日～18日　　●楽天IT学校　第７回開校12月16日５～６限目
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近年の進路先
東海大学、県立農業大学校、
尚絅大学短期大学部等
山崎製パン、リョーユーパン、
ファイブ・フォックス（コムサ）、
特別養護老人ホーム矢部大
矢荘等

近年の進路先
東海大学、熊本学園大学、宮崎大学、京都府立林業
大学校等、日産京都自動車大学校、久留米工業技術
専門学校等、熊本県職員（林業）、林野庁、四国森林
管理局、緑川深林組合、矢部愛林、トヨタ自動車等

Ｈ 27年度　普通科３年Ａ類型からの公務員合格者　（人数はのべ数）
　　　　　　国家（税務）３名、警視庁（１名）、上益城消防（１名）
　　　　　　普通科３年生の上級学校進学者希望者
　　　　　　国公立大学（２名）、私立大学（35 名）、短期大学（２名）、
　　　　　　高看・専門学校他（17 名）

山都町の名木【第６回】
東福寺（とうふくじ）の銀杏（いちょう）

〔樹高〕約 25 ｍ　〔幹囲〕約 5.7 ｍ　〔樹種〕イチョウ科イチョウ属
〔指定等〕山都町指定天然記念物（昭和 61 年 12 月 10 日指定）
〔管理者〕上差尾地区
　蘇陽地区上差尾集落の東福寺（「東山東福寺」）境内に位置するイ
チョウです。イチョウは雄花と雌花が別の株となる雌

しゆ う い し ゅ

雄異株の植物で
す。この「東福寺の銀杏」は、果実（銀

ぎんなん

杏）を付けない雄株で、樹齢
約 400年と推定されます。太く大きな幹が根元から約１ｍの辺りで２
本に枝分かれしながら高々と成長しています。例年、11月上旬から中
旬にかけて、美しく黄

こうよう

葉します１）。
　東山東福寺は、江戸時代に建立されたと伝わります２）。ご本尊は薬
師如来で、脇

きょうじ

侍の日
にっこうぼさつ

光菩薩・月
がっこうぼさつ

光菩薩２体、干支を頭上にあしらった
十
じゅうにしんしょう

二神将 12体を従えています。薬師如来は、心身の病をいやす医王
仏のほか現世における全ての面で充足を与える仏様とされています。
脇侍や十二神将は、本尊の薬師如来を守護しその本願を助けるために
配置されているものです。十二神将は、十二支で表されるそれぞれの
時間・方角を守護すると信じられています。
　このイチョウは、“現世がより良いものとなるように”という東福寺に込められた地域の人々の強い願いを見
守り続けています。
〔　注　〕　１）黄

こうよう

葉は、イチョウなど葉が黄色に変わることを表します。モミジなど葉が赤く変わることを「紅
こうよう

葉」と表現します。
　　　　　２）地域では、棟札により正

しょうとく
徳４年（1714）に建立されたと伝わっています。

〔参考文献〕　・国史大辞典編集委員会編『国史大辞典』吉川弘文館，1999 年
　　　　　　・上差尾地区興梠慶護さんにご協力をいただきました。

　熊本県家畜市場（10月31日）と熊本畜産流通センター（10月
19日から23日）で第40回熊本県畜産共進会が開催されました。
　山都町の畜産農家の皆さんが自慢の牛と飼料作物等を出品
されましたので、各部門での入賞結果をご紹介します。

肉用種牛の部
■肉用種牛４部（黒毛和種未経産牛若年の部）
　名誉賞３席　　さき号　　　　　　飯星一敏さん（柏）
　優秀賞　　　　かつただひさ号　　佐野天弥さん（山田）

■肉用種牛５部（黒毛和種未経産牛壮年の部）
　名誉賞５席　　やまりゅう号　　　山口隆介さん（白石）
　優秀賞　　　　はなさかえ号　　　佐藤金一さん（二瀬本）
　優秀賞　　　　その３２５号　　　下田孝文さん（荒谷）

■肉用種牛６部（黒毛和種　3産以上の経産牛の部）
　優秀賞　　　　ひらまみ号　　　　佐藤栄次さん（井無田）
　優秀賞　　　　さつき号　　　　　飯星一敏さん（柏）
肉牛の部
　名誉賞　　　　明福号　　　　　　松本辰昭さん（下名連石）
　優秀賞　　　　弦波号　　　　　　梅田十吾さん（千滝）
　優秀賞　　　　栄太号　　　　　　國武國利さん（田小野）
飼料作物の部
　名誉賞３席　　イタリアンライグラス　　木野　哲さん（郷野原）

第 40回熊本県畜産共進会

肉用種牛４部（黒毛和種未経産牛若年の部）
名誉賞３席　さき号　出品者：飯星一敏さん（柏）

肉用種牛５部（黒毛和種未経産牛壮年の部）
名誉賞５席　やまりゅう号　出品者：山口隆介さん（白石）

飼料作物の部
　名誉賞３席
　ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ
　出品者：木野　哲さん

（郷野原）
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